
　終戦直後の日本は、物資不足とインフレの発生、
極度の食糧事情の窮迫等に加え、産業、経済、交通
事情等の悪化によって、国全体が大混乱に陥りまし
た。安平村においてもさまざまな出来事がありまし
たので、今回はその様子をお伝えします。

　

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
終
戦
を
迎
え
、
日
本

の
封
建
制
お
よ
び
軍
国
主
義
は
完
全
に
一
掃
、
昭
和

二
十
一
年
に
は
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
日
本
は
新

し
い
民
主
国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
そ
の
翌
年
に
は
改
正
選
挙
法
に
よ
る
戦
後

初
の
公
選
知
事
、
市
町
村
長
、
都
道
府
県
議
会
議
員
、

市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
法
も
施
行
さ
れ
た
。

　
安
平
村
で
は
、
同
年
四
月
五
日
に
安
平
村
長
選
挙
が

執
行
さ
れ
、
選
挙
期
間
中
に
は
四
人
の
立
候
補
者
が
村

長
の
椅
子
を
争
い
、
開
票
の
結
果
、
圧
倒
的
多
数
の
得

票
を
得
た
前
安
平
村
産
業
課
長
の
磯
部
義
光
が
初
代
公

選
村
長
に
当
選
し
た
。
ま
た
、
同
年
四
月
三
十
日
に
は

安
平
村
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
四
二
人
の
立
候
補
者

に
よ
る
激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
し
た
結
果
、
二
六
人
が

当
選
し
た
。

　

第
七
回　

　
　
　
　
　

戦
後
の
安
平
村

　
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
二
年
一
月
、
追
分
地
区
に
役

場
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
追
分
地
区
に
は

役
場
が
な
い
た
め
に
地
域
住
民
は
何
か
に
つ
け
て
不

便
、
不
自
由
を
感
じ
、
過
去
数
十
年
に
わ
た
り
幾
度
か

分
村
問
題
が
起
こ
る
な
ど
、
村
政
上
の
支
障
も
少
な
く

な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
追
分
地
区
住
民
の
不
満
を
緩

和
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
六
月

に
は
安
平
地
区
お
よ
び
遠
浅
地
区
に
も
出
張
所
が
置
か

れ
た
。

　
戦
後
の
日
本
は
、
多
数
の
外
地
引
揚
者
や
復
員
軍
人

等
に
よ
る
人
口
増
加
に
加
え
、
昭
和
二
十
年
の
冷
害
に

よ
る
大
凶
作
に
よ
っ
て
食
糧
事
情
が
極
度
に
窮
迫
し
、

主
食
の
配
給
が
滞
る
な
ど
国
民
は
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ

う
状
態
に
あ
っ
た
。

　
安
平
村
で
は
、
村
民
の
食
糧
を
確
保
す
る
た
め
同
年

十
二
月
に
「
安
平
村
食
糧
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、

連
日
道
庁
や
関
係
官
庁
等
に
出
か
け
食
糧
獲
得
に
奔
走

し
た
も
の
の
、
村
内
の
食
糧
事
情
は
一
向
に
好
転
し
な

い
ま
ま
昭
和
二
十
二
年
を
迎
え
、
こ
の
間
村
民
は
わ
ず

か
の
配
給
米
の
ほ
か
、
エ
ン
バ
ク
、
ト
ウ
キ
ビ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
イ
モ
か
ら
デ
ン
プ
ン
粕
に
至
る
ま
で
、
腹
の
足

し
に
な
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
て
命
を
繋
い
だ
。

　
そ
の
後
、
翌
年
末
か
ら
昭
和
二
十
四
年
に
か
け
て
よ

う
や
く
明
る
い
兆
し
を
見
せ
始
め
、
戦
後
数
年
間
に
わ

た
る
食
糧
難
も
次
第
に
解
消
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
明
治
三
十
三
年
に
勇
払
村
と
植
苗
村
の
一
部
が
合
併

し
、
安
平
村
と
し
て
開
村
し
て
か
ら
昭
和
二
十
四
年
で

五
〇
年
が
経
過
し
た
。
開
拓
当
時
は
原
始
密
林
地
帯
で

あ
っ
た
こ
の
地
方
も
今
は
見
事
に
開
拓
さ
れ
、
戸
数
や

人
口
の
飛
躍
的
な
増
加
か
ら
、
村
勢
の
発
展
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
よ
う
や
く
平
静
を
取
り
戻
そ
う安平村開村50年記念式典

戦
後
の
食
糧
事
情
と
村
民
生
活

安
平
村
役
場
出
張
所
の
設
置

安
平
村
長
、
村
会
議
員
の
選
挙

戦
後
の
農
業

　

安
平
村
は
、
昭
和
二
十
年
十
一
月
に
、
農
林
省

（
現
・
農
林
水
産
省
）
よ
り
標
準
農
村
の
指
定
を
受

け
、
翌
二
十
一
年
度
か
ら
五
か
年
間
の
「
標
準
農
村
建

設
計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
「
緊
急
開
拓
事
業
実

施
要
項
」
お
よ
び
「
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
く
農
地
改
革
を
行
っ
た
。

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
未
墾
地
を
買
収

し
、
外
地
引
揚
者
や
復
員
軍
人
等
の
新
規
入
植
お
よ
び

既
存
零
細
農
家
の
増
反
地
に
充
て
る
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。

　
ま
た
、
戦
後
の
農
業
に
お
け
る
民
主
化
の
一
環
と
し

て
、
小
作
農
を
自
作
農
と
す
る
農
地
改
革
事
業
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
治
時
代
以
降
、
大
小
地
主
の
支
配

下
に
お
け
る
零
細
農
業
経
営
や
、
不
在
地
主
の
土
地
占

有
等
に
よ
っ
て
農
地
開
発
が
阻
害
さ
れ
、
低
位
生
産
と

酪
農
化
の
停
滞
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
安
平
村
の

農
業
に
転
機
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら

農
地
改
革
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
村
内
に
お
け
る
小

作
農
家
の
大
部
分
は
農
地
の
売
り
渡
し
を
受
け
、
自
作

農
と
し
て
自
立
経
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
村
五
〇
年
記
念
式
典

と
す
る
同
年
九
月
二
十
日
、

安
平
村
開
村
五
〇
年
記
念
式

典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
る
と

と
も
に
、
村
内
各
地
で
祝
賀

行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
こ

の
日
ば
か
り
は
戦
後
の
不
況

や
不
安
も
忘
れ
、
村
を
挙
げ

て
喜
び
に
沸
い
た
。

　
安
平
村
に
お
け
る

緊
急
開
拓
事
業
は
、

村
内
の
未
墾
農
耕
適

地
約
一
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
大
半
が
三
菱
、

北
炭
な
ど
に
占
有
さ

戦後開拓地

町史編さん室だより町史編さん室だより
　令和９年度の安平町史発刊にあたり、町史編さん
作業の進捗状況などをお知らせします。
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町史編さん室だより
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